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論文内容の要旨
【目的】近年、血管内皮機能の障害と虚血性心疾患など動脈硬化性疾患との関連が注目されている。本研
究では2型糖尿病患者の血管内皮機能とそれに影響する背景について検討した。
【対象と方法】 2型糖版病患者169名(男性131名、女性38名)および健常者38名(男性31名、!，(性7名)
を対象とし、前腕駆巾後(内皮依存性)とニトログリセリン (300μg)舌下投写後:(内皮非依与性)の上
腕動脈の血管拡張反応を超音波変位法を用いて測定した。血管拡張反応はそれぞれ刺激後の血管内経最大
増加率 (%FMI入 %NID)で示した。
【結果】%l<\vlDおよび%~IDともに糖尿病群では健常包ーに比し有意な低ドを認めた(PくO.OOOl ， Il.::く0.0000。
腎症病削減IJでは、糖尿病群の%FMDおよび%NID'まいずれの腎症病期においても健常群に比し有意な低下
を認め CPく0.01)、さらに%NlDは腎症3期では腎症l期に比し有意な低下を認めた (Pく0.05)。全対象に
おける電回帰分析にて、 %FMDに対しては糖尿病と喫煙が、 %NIDに対しては糖尿病、高血圧、年令が独
立した有意な説明変数であった (R2-O.21，Pく0.0001、H2=0.27， Pく0.0001)。
2型糖尿病における電回帰分析では、 %FMDに対しては平均血j上と血管俸が、 %NIDIこ対しては尿中ア
ルブミン排前量が独すーした有志;な説明変数であった (R2-0.19， Pく0.01、R2=0.16， Pく0.05)。
【結論】 2型糖尿病における内皮依存性および非依存性血管拡張反応はいずれも腎症発症以前に低下を認
め、内皮依存性血管拡張反応の低下は平均血圧と血管径、内皮非依存性血管砿事反応の低下は尿中アルブ
ミン排池量、すなわち腎症進展と関連することが示された。
論文審査の結果の要旨
近年、血管内皮機能の障害と虚血性心疾患などの動脈硬化性疾患との関連が注目8れている。本研究で
は2型糖尿病患者の血管内皮機能とそれに影響する背景肉子について検討した。
2型糖尿病患者169名(男性131名、女性38名)および健常者38名(男性31名、女性7名)を対象とし、
前腕駆血後(内皮依存性)とニトログリセ 1)ン(300μg)舌下投与後(内皮非依存性)の上腕動脈の血管拡張
反応を超音波変位法を用いて泊IJ定した。血管拡張反応はそれぞれ刺激後の血管内径最大増加率で尽した。
内皮依存性血管弘・張反応 (%l"MD)および内皮依存性血管鉱張反応 (%NID)ともに糖尿病群ーでは健常
群に比し有意な低下を認めた CP<O.OOOl.pく0.0001)。腎症病期別では、糖尿病群の%FMDおよび%
NIDtiいずれの腎抗病期においても健常群に比しイ有意な低下を認め (pぐ0.01)、さらに%:-.IIDは腎症3期
において腎症l期に比し布意な低ドを認、めた (P<O.05)。全対象における重岡婦分析にて、 %FMDに対し
ては糖尿病と喫煙が、 %NIDに対しては糖尿病、高血圧、年令が独立した有意な説明変数であった CR2=
-263-
0.21， Pく0.0001、R2=O.27，Pく0.0001)0 2型糖尿病における電回帰分析では、 %FMDに対しては平均印
圧と血管径が、 %NID'こ対しては尿中アルブミン排池量が独立した有意な説明変数であった。 (ll2= 0.19， 
Pく0.01、R2=0.16， P<O.05)。
2型糖尿病における内皮依存性および非依存性Ifu管拡張反応はいずれも低下を認め、内皮依存性血管拡
張反応の低下は平均血圧と血管径、内皮非依存性血管拡張反応の低下は尿中アルブミン排池量、すなわち
腎症進展と関連することが示された。
以上の研究結果は、臨床代謝学、動脈硬化病態研究に貢献するものであり、医学博士の学位を授守され
るに値するものと判定された。
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